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要約  

・ 長期にわたる隔離による習慣的な身体活動の減少は、心不全な

どの心血管疾患の患者に悪影響をもたらす可能性がある。 

・ 心不全患者における加速度計で評価された身体活動に対する

COVID-19 隔離政策の影響に関する調査である。 

・ 心不全患者 26 名（NYHA II / NYHA III：23 名/3 名）。 

・ 患者の手首に活動量計（Garmin Vívofit）が装着された （解析基

準：10 時間以上/日装着）。 

・ 隔離政策の開始前後 3 週間における 1 日あたりの歩数について

調査・分析された。 

・ 隔離政策の開始前後 3 週間における 1 日あたりの歩数は、1134

歩減少した（減少率 16.2％）。 

・ 患者の身体活動の低下は、体力の低下、健康状態および予後を

長期的に悪化させる可能性がある。 

・ COVID-19 パンデミックの間は、家庭用のリハビリプログラムに参加

することが重要かもしれない。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？  

・ COVID-19 パンデミックによる心不全患者の活動量の低下の程度

について調査・分析されている。 

・ 身体活動の低下を評価し、それを改善する、または補う方法を構

築することが求められる。 


